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図4　八丈富士山頂における1995年2月と7月の地上気温および低気圧の通過時期
点線：毎時の地上気温時系列，実線：日変化を除去するために前後それぞれ12時間の値の平均
値（2個）と当該値（1個）の計3個の値の平均によって平滑化したもの。黒の太い矢印は主
要な低気圧の東経140度の子午線の通過タイミングを1日2回（9時と21時）の天気図で確認
したもの。また，破線の細い矢印は小規模な低気圧や，八丈島のかなり南方を低気圧中心が通
過した場合を示す。
　図には低気圧通過のタイミングを1日2回の天気図によってはかり，矢印で併記してある。頻繁に
南岸低気圧が通過する2月をみると（上段），28日間に顕著な低気圧は5回，小低気圧やはるか南方
だが八丈島付近の天気変化に影響を与えていると思われるもの4回の通過があった。およそ3日に1
回の通過と見積もることができる。気温変化の傾向は明らかで，低気圧通過前には前面の暖気移流に
よって5度程度の昇温があり，通過直後に寒気移流により同程度の降温がある。なお，低気圧通過後
の冬型気圧配置時には，伊豆半島付近から伸びる帯状雲がかかって降水をもたらすことが多く，東京
のように晴天となるわけではない（梅本2004）。
　一方，梅雨期である7月は時間値を平滑化する必要がないほどフラットな変化をする期間が長いも
のの，日変化が顕著な中旬と下旬後半をみると，平滑値によって南岸低気圧通過による影響の強さが
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山地における自然景観変動要因としての低気圧の重要性
確認できる。すなわち低気圧が通過した中旬には，特に通過後の寒気移流によって3～5度の全体的
な降温が認められる。下旬後半の大きな日変化が認められる期間は，梅雨明け後の高気圧による全般
的な晴天によるもので，日中午後には山頂部に雲が発生して最高気温が頭打ちになり，夜間は晴天で
乾燥した上空の大気によって効率よく地表からの赤外放射が進んで冷却し，全体としても2度ほどの
降温となったものと思われる。
　以上のように八丈島の西山山頂においては，南岸低気圧の通過によって短期の気温変動が支配され
ており，それはもっとも気温変化がめだたなくなる梅雨期においてさえ散発的に大きな変動をもたら
すことが確認できた。
3）北アルプス常念岳における風の観測
　ここまでは，山地の自然景観の特に植生に重点を置いて，その生長の支配的な要因の1つである気
温に注目してした。最後に，簡単に風について検討を加えることにする。写真2Bに，標高約2500m
の峠である北アルプスの常念乗越を示したが，常念岳山頂部とともに植生が貧弱で裸地が広がってい
る様子が確認できる。これはいうまでもなく強風と低温による景観である。植被を欠く地表面は，特
に乾燥すると風食を受けやすく，風が地形形成の営力として重要となる。
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図5　北アルプス常念乗越における毎正時10分間平均風速（m／s）のアイソプレス
縦軸二時刻（JST），横軸：日付（1999年4月1日～6月30日），等風速線の間隔は5m／s，
黒い四角：日本海低気圧の通過，白い四角：南岸低気圧の通過，設置場所の標高は約
2465m，風速計の設置高度は地上5．5m。
　図5は，常念乗越に設置して約1年間ほど機能した風向風速計の10分間スカラー平均風速を示し
たものである。上部欄外に示した黒帯と白帯は，それぞれ日本海低気圧と南岸低気圧が中部日本の経
度帯を通過したタイミングを示している。南岸低気圧にはほとんど反応しないこともあるが，温帯低
気圧の通過時には，平均風速で20m／sを上回る値が珍しくない。つまり，温帯低気圧が通過するた
びに強力な台風の直撃と比較しても遜色のない強風が観測されているのである。
　景観の変動要因としては，日本では台風が注目されることが多いようである。台風の直接の影響が
山地景観におよぶのは基本的に暖候期であろう。よって降水は原則として雨となる。一方，温帯低気
14
圧は1年を通して頻繁に強風をもたらし，降水も寒候期には雪となる。このことを指摘するだけで
も，温帯低気圧の通過にともなう山地の気象要素の変動を観測する必要性が改めて認識される。
4．まとめ
　中緯度温帯に属する日本の山地において，主として地形と植生が相互に関連して形づくる自然景観
の変動要因として，頻繁に通過して悪天候をもたらす温帯低気圧に注目した。温帯低気圧は山地にお
いては平野部よりはるかに大きな気温の昇降や強風をもたらすことが想像されている。しかし，山地
の気象観測は事実上おこなわれておらず，温帯低気圧通過にともなう実態はよくわかっていない。本
研究では，筆者がこれまでに実施してきたいくつかの山地における気温および風の観測データに含ま
れる変動を，温帯低気圧の通過時期と詳細に対比した結果山地の自然景観を維持・形成してきた大
気現象の出現状況を，温帯低気圧が大局的には支配していることがほぼ明らかとなった。
　奥羽山脈の凹地における冷気湖の出現は低気圧通過により阻害され，平滑な山地斜面で景観分布の
均質性が著しく高いことへの説明となること，海洋性気候下にある入丈島においては低気圧通過が短
期の気温変動を支配していることと，同時に山頂カルデラ内における局地的な気候差の成立を低気圧
通過時の強風が阻害して温度差による景観の多様性を減じていること，そして北アルプス常念岳付近
の風衝景観を形成する強風は，頻繁に通過する温帯低気圧によって台風なみとなることがわかった。
謝辞：常念岳の風速観測は，筆者が参加した小疇　尚先生（明治大学名誉教授）を代表とする概究プロジェ
　　　クトにおいて，長谷川裕彦博士の尽力により「常念小屋」の全面的なバックアップを得て，横山秀司
　　教授（九州産業大学），高橋伸幸教授（北海学園大学）を始めとする研究者の努力により実現したもの
　　　である。ここに記して感謝の意を表す。なお，図5の常念乗越の観測データは，長谷川博士が現地で
　　　回収したものを筆者が品質確認し解析したものである。
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